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	PART1は前立腺腺癌細胞においてアンドロゲンによって誘導されます。この遺伝子には複数の選択的転写バリアントが報告されていますが、いずれもタンパク質産物をコードするとは予測されていません。
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	パラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。

